
  

常
陸
多
賀
の
始
ま
り
は
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て
い
た
・
・
・ 

紀
元
前
䢣
建
葉
槌

た
け
は
づ
ち
の

命
み
こ
と 

鹿
島
の
神 

建
甕
槌

た
け
み
か
づ
ち

に
大
い
な
る
助
力
を
与
え
、
国
栖

こ
く
せ
い

、
甕
星

み
か
ほ
し

香
々
背
男

か

が

せ

お

を
誅
し
後 

倭
文

し
づ
り

布
を
織
り
天
孫
に
奉
る
と
云
う
。 

※
日
本
書
紀
に
よ
る
と
多
賀
町
の
大
甕
山
あ
た
り
に
勢
力
を
張
っ
て
い
た
甕

星

み
か
ほ
し

香
々
背
男

か

が

せ

お

が
朝
廷
の
命
に
反
抗
し
た
が
鹿
島
神
宮
の
祭
神

（
建

甕

槌

た
け
み
か
づ
ち
の

命
み
こ
と

）・
香
取
神
宮
の
祭
神
（
経
津
主

ふ

つ

ぬ

し

命
の
み
こ
と

）・
静
神
社
の
祭
神
（
建

葉
槌

た
け
は
づ
ち
の

命
み
こ
と

）
が
征
伐
さ
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

常
陸
風
土
記
に
は
夏
涼
し
く
冬
は
温
暖
な
地
で
、
魚
貝
類
等
が
非
常
に
多
く
山
野
に
は
椎
や
ク
ヌ
ギ
・
榧
や
栗
の
木
が
生
え
茂
り
、
鹿
や
猪

が
す
み
、
昔
の
多
賀
町
の
住
民
は
こ
れ
を
と
っ
て
生
活
し
て
い
た
有
様
が
記
さ
れ
て
お
り
、
酒
肴
を
持
っ
て
集
い
飲
ん
だ
り
踊
っ
た
り
し
て

楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。 

安
貞
元
年 

文
治
元
年 

元
暦
元
年 

養
和
元
年 

寛
治
元
年 

永
承
七
年 

貞
観
十
年 

大
同
二
年 

延
暦
十
七
年 

延
暦
十
四
年 

大
宝
元
年 

孝
徳
天
皇
大
化
二
年 

応
神
天
皇
二
年 

成
務
天
皇
五
年 

景
行
天
皇
四
〇
年 

元 

号 

一
二
二
七 

一
一
八
五 

一
一
八
四 

一
一
八
一 

一
〇
八
七 

一
〇
五
二 

八
六
八 

八
〇
七 

八
〇
〇 

七
九
六 

七
〇
一 

六
四
六 

二
七
一 

一
三
五 

一
一
〇 

西 

暦 

伊
賀
光
依
再
び
鹿
島
神
宮
社
領
、
大
窪
郷
を
冒
し
て
鎌
倉
よ
り
制
止
の
状
が
下
る
。 

金
沢
伊
勢
神
社
創
立
す
と
云
う
。 

鹿
島
神
宮
社
領
大
窪
郷
を
伊
賀
光
季
の
代
官
光
依
、
冒
し
て
鎌
倉
右
大
将
よ
り
制
止
の 

下
文
が
二
度
も
下
る
。 

源
頼
朝
、
大
窪
、
塩
浜
、
世
谷
の
地
を
鹿
島
神
宮
に
寄
進
す
。 

源
義
家
奥
征
の
途
次
多
賀
町
を
過
ぐ
る
と
云
う
。 

森
山
八
幡
宮
に
源
頼
義
奥
征
の
途
次
詣
づ
と
云
う
。 

水
木
の
泉
神
社
、
従
五
位
を
賜
ら
れ
る
。 

成
沢
に
鹿
島
神
社
を
創
立
す
る
と
云
う
。 

坂
上
田
村
麻
呂
東
夷
征
伐
の
折
大
久
保
鹿
島
神
社
に
詣
づ
と
云
う
。 

森
山
に
八
幡
宮
を
創
立
す
と
云
う
。 

大
久
保
に
鹿
島
神
社
を
創
立
す
と
云
う
。 

多
賀
町
は
久
自

評
こ
お
り

と
な
る
。 

常
陸
に
六
国
を
置
き
、
常
道
と
云
う
。
多
賀
町
は
久
自
国
に
属
す
。 

久く

自じ

国
造
に
船
瀬

ふ
な
せ

足
尼

の
す
く
ね

命
任
せ
ら
る
。
多
賀
町
を
道
の
口
と
す
。 

日
本
武
尊
東
征
の
途
次
遇
鹿

あ
い
か

に
駐
す
る
と
云
う
。
時
に

国

宰

く
に
の
つ
か
さ

川
原
宿
禰ね

と
云
う
。 

こ 

と 

が 

ら 

昭
和
十
四
～
三
十
年
に
存
在
し
た
多
賀
町
（
た
が
ま
ち
）
を
常
陸
多
賀
と
捉
え
約
二
千
年
を
超
え
る
歴
史
年
表
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。 

後
世
に
繋
げ
る
地
元
の
歴
史
。
新
た
に
年
表
に
付
け
加
え
ら
れ
る
史
実
、
未
来
に
付
け
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
出
来
事
。 

町
の
発
展
と
共
に
こ
の
歴
史
年
表
が
少
し
で
も
役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
せ
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

常
陸
多
賀
歴
史
年
表 



 

慶
長
十
一
年 

慶
長
九
年 

慶
長
八
年 

慶
長
七
年 

 

慶
長
六
年 

慶
長
五
年 

慶
長
二
年 

文
祿
三
年 

文
祿
二
年 

永
祿
六
年 

永
祿
五
年 

天
文
十
三
年 

天
文
十
年 

文
明
一
七
年 

応
仁
元
年 

応
永
二
六
年 

応
永
二
四
年 

建
武
二
年 

建
長
二
年 元 

号 

一
六
〇
六 

一
六
〇
四 

一
六
〇
三 

一
六
〇
二 

一
六
〇
一 

一
六
〇
〇 

一
五
九
七 

一
五
九
四 

一
五
九
三 

一
五
六
三 

一
五
六
二 

一
五
四
四 

一
五
四
一 

一
四
八
五 

一
四
六
七 

一
四
一
九 

一
四
一
七 

一
三
三
五 

一
二
五
〇 

西 

暦 

街
道
の
両
側
へ
松
を
植
え
る
と
云
う
。 

街
道
を
改
め
て
今
の
道
路
と
な
す
。
彦
坂
刑
部
今
の
多
賀
町
地
域
を
検
地
す
。 

塩
浜
の
名
称
を
旧
名
河
原
子
と
改
む
と
云
う
。 

外
城
の
薬
師
堂
を
古
河
内
に
移
す
。
岡
部
重
政
大
窪
城
を
引
渡
す
。 

佐
竹
氏
秋
田
へ
移
封
国
替
と
な
り
、
大
窪
久
光
水
戸
城
奪
取
を
企
て
た
罪
に
依
り 

水
戸
市
外
青
柳
に
刑
せ
ら
れ
る
。
時
に
十
月
二
日
と
云
う
。 

大
久
保
外
城
の
地
へ
大
久
保
久
光
薬
師
堂
を
建
立
す
る
と
云
う
。 

金
沢
覚
念
寺
を
久
慈
郡
小
瀬
村
よ
り
移
す
と
云
う
。 

大
沼
に
大
山
祗
神
社
を
創
立
す
と
云
う
。 

石
田
三
成
常
陸
の
検
田
使
と
な
り
、
家
臣
藤
林
三
衛
門
縄
入
奉
行
と
な
り
検
地
す
。 

大
久
保
池
の
工
成
る
。 

河
原
子
勝
沢
山
へ
相
馬
方
戦
死
者
を
葬
り
塚
を
築
く
と
云
う
。 

相
馬
盛
胤
兵
を
率
い
て
佐
竹
領
に
侵
入
、
孫
沢
館
陥
る
。
八
月
十
五
日
佐
竹
義
重
と
戦
う
。 

坂
上
三
十
六
騎
相
馬
勢
を
孫
沢
川
に
追
い
落
と
す
。 

大
久
保
正
伝
寺
開
山
寂
翁
和
尚
遷
化
す
。 

大
久
保
正
伝
寺
開
基
す
。
以
前
は
地
僧
を
置
く
と
云
う
。 

大
久
保
常
光
寺
開
山
、
金
運
社
正
誉
善
作
大
和
尚
遷
化
す
。 

大
久
保
に
常
光
寺
を
開
基
す
。
大
窪
茂
光
施
主
と
な
る
。 

奥
州
泉
郷
石
川
詮
持
の
三
男
光
輝
大
窪
家
へ
養
子
と
な
り
茂
光
と
改
む
。 

大
窪
常
光
そ
の
子
光
春
と
共
に
長
倉
城
に
山
入
義
興
と
戦
い
討
死
す
。 

北
畠
顕
家
、
義
貞
親
王
を
奉
じ
上
洛
の
途
次
、
甕
ノ
原
に
て
佐
竹
貞
義
の
軍
と
戦
う
。 

信
州
諏
訪
よ
り
諏
訪
神
社
分
霊
を
奉
持
し
、
神
官
万
年
太
夫
高
利
並
び
に
海
野
氏
諏
訪
村 

へ
移
し
祀
る
。 

こ 

と 

が 

ら 



 

宝
永
元
年 

元
禄
十
三
年 

元
禄
九
年 

元
禄
四
年 

元
禄
三
年 

元
禄
二
年 

貞
享
二
年 

延
宝
五
年 

寛
文
十
二
年 

寛
文
三
年 

寛
文
二
年 

万
治
元
年 

明
暦
元
年 

承
応
二
年 

慶
安
二
年 

寛
永
十
八
年 

寛
永
九
年 

元
和
二
年 

慶
長
十
四
年 

元 

号 

一
七
〇
四 

一
七
〇
〇 

一
六
九
六 

一
六
九
一 

一
六
九
〇 

一
六
八
九 

一
六
八
五 

一
六
七
七 

一
六
七
二 

一
六
六
三 

一
六
六
二 

一
六
五
八 

一
六
五
五 

一
六
五
三 

一
六
四
九 

一
六
四
一 

一
六
三
二 

一
六
一
六 

一
六
〇
九 

西 

暦 

成
沢
宝
塔
寺
鐘
銘
成
る
。
東
福
寺
油
縄
子
よ
り
河
原
子
へ
引
移
る
。 

極
月
（
ご
く
げ
つ
・
十
二
月
）
二
十
三
日
下
孫
に
年
の
市
立
ち
、
大
久
保
と
公
事
起
る
。 

大
久
保
を
始
め
多
賀
町
各
村
々
に
疫
病
流
行
し
死
者
六
十
三
名
を
出
せ
り
。 

義
公
、
正
伝
寺
へ
立
寄
り
一
詩
を
賦
せ
り
、
大
久
保
八
景
を
選
ぶ
。 

成
沢
宝
塔
寺
、
義
公
の
命
に
依
り
赤
浜
妙
法
寺
よ
り
移
し
て
宝
塔
寺
と
名
付
く
。 

普
済
寺
河
原
子
よ
り
油
縄
子
へ
移
る
。
河
原
子
よ
り
日
輪
寺
森
山
へ
移
る
。
油
縄
子
よ
り 

東
福
寺
河
原
子
へ
移
る
。
大
久
保
愛
宕
八
幡
廃
せ
ら
る
。
大
久
保
海
蔵
寺
破
却
せ
ら
る
。
正
伝
寺
へ
千

手
観
音
を
安
置
す
。 

紀
州
熊
野
山
勧
化
の
為
、
村
々
庄
屋
協
力
す
る
。 

大
久
保
へ
観
音
堂
を
建
立
す
、
智
明
和
尚
の
代
な
り
。 

石
倉
山
の
山
公
事
起
こ
り
小
沢
十
二
郷
の
者
と
争
う
。 

水
戸
光
圀
森
山
八
幡
宮
を
吉
田
神
社
と
改
む
。 

二
月
大
久
保
に
大
火
あ
り
、
向
宿
橋
よ
り
下
の
横
町
橋
迄
焼
失
す
。 

山
横
目
、
山
守
役
を
置
く
。 

菩
提
沢
下
の
池
を
築
く
。 

大
久
保
羽
黒
の
池
、
下
の
池
、
羽
黒
下
の
池
を
築
く
。 

森
山
、
大
沼
の
溜
池
を
築
く
。 

徳
川
氏
、
望
月
恒
隆
を
し
て
検
地
せ
し
む
。
金
沢
の
照
山
修
理
藩
吏
に
抗
し
て
塙
山
に 

一
家
三
名
刑
せ
ら
る
。
大
久
保
菩
提
の
池
の
工
成
る
。 

徳
川
氏
、
金
沢
の
金
坑
を
採
掘
す
と
云
う
。 

大
久
保
に
大
火
あ
り
、
宿
中
を
焼
失
す
と
云
う
。 

高
鈴
山
の
山
公
事
あ
り
。 

こ 

と 

が 

ら 



 

天
保
七
年 

天
保
三
年 

文
政
二
年 

享
和
二
年 

寛
政
十
年 

寛
政
二
年 

天
明
六
年 

安
永
九
年 

明
和
八
年 

明
和
五
年 

明
和
四
年 

明
和
二
年 

宝
暦
十
年 

宝
暦
二
年 

寛
延
元
年 

延
享
元
年 

享
保
十
四
年 

正
徳
四
年 

正
徳
二
年 

宝
永
五
年 元 

号 

一
八
三
六 

一
八
三
二 

一
八
一
九 

一
八
〇
二 

一
七
九
八 

一
七
九
〇 

一
七
八
六 

一
七
八
〇 

一
七
七
一 

一
七
八
六 

一
七
六
七 

一
七
六
五 

一
七
六
〇 

一
七
五
二 

一
七
四
八 

一
七
四
四 

一
七
二
九 

一
七
一
四 

一
七
一
二 

一
七
〇
八 

西 

暦 

水
城
海
岸
防
備
の
為
東
山
に
陣
営
を
築
き
、
先
手
同
心
頭
安
藤
内
匠
為
由
烈
公
の
命
を
以
っ
て
赴
任
す 

水
戸
藩
主
烈
公
諏
訪
村
多
賀
野
神
官
宅
錦
谷
亭
に
遊
び
梅
樹
を
植
え
鮎
川
へ
河
鹿
を
放
つ
。 

大
久
保
古
河
内
の
鈴
木
白
兎
園
死
す
、
年
六
十
六
歳
。
江
戸
小
石
川
善
心
寺
に
葬
る
。 

河
原
子
塙
台
よ
り
牛
頭
天
王
を
天
神
境
内
へ
移
す
と
云
う
。 

河
原
子
再
び
大
火
と
な
り
本
屋
三
百
九
戸
を
焼
く
。 

水
木
に
大
火
あ
り
、
本
屋
二
百
戸
を
焼
失
す
る
。 

大
雨
降
り
つ
づ
き
て
農
作
物
流
失
し
崖
崩
れ
頻
々
と
起
る
。 

諏
訪
多
宝
院
祐
誠
死
す
。
年
六
十
八
歳
。 

河
原
子
愛
宕
明
神
、
東
福
寺
の
支
配
と
な
る
。 

岡
部
元
徳
死
す
。
年
六
十
九
歳
。 

河
原
子
天
神
内
へ
豊
年
大
明
神
を
建
立
す
。 

河
原
子
に
大
火
あ
り
、
本
屋
百
五
十
戸
を
焼
失
す
。 

大
久
保
の
大
火
下
横
町
よ
り
発
火
向
宿
迄
残
ら
ず
焼
失
す
。 

石
倉
山
の
公
事
大
久
保
の
勝
訴
と
な
る
。 

大
日
照
り
が
つ
づ
き
田
畠
の
作
物
枯
死
す
と
い
う
。 

油
縄
子
普
済
寺
の
鐘
銘
成
る
。 

河
原
子
東
福
寺
鐘
銘
成
る
。 

常
光
寺
客
殿
竣
工
す
。 

常
光
寺
を
平
城
の
下
の
畠
よ
り
本
丸
跡
へ
引
上
げ
移
す
。
中
興
開
基
を
法
流
和
尚
と
す
。 

此
の
年
よ
り
施
餓
鬼
を
行
う
。
下
孫
鹿
島
神
社
創
立
す
。 

正
伝
寺
へ
東
金
砂
郷
本
尊
行
基
作
薬
師
を
安
置
す
。 

こ 

と 

が 

ら 



 

昭
和
十
四
年 

昭
和
十
四
年 

大
正
五
年 

大
正
三
年 

明
治
三
十
五
年 

明
治
三
十
年 

明
治
二
十
二
年 

明
治
十
二
年 

明
治
八
年 

明
治
六
年 

明
治
五
年 

明
治
四
年 

元
治
元
年 

文
久
二
年 

寛
永
四
年 

嘉
永
三
年 

天
保
十
一
年 

天
保
八
年 元 

号 

一
九
三
九 

一
九
三
九 

一
九
一
六 

一
九
一
四 

一
九
〇
二 

一
八
九
七 

一
八
八
九 

一
八
七
九 

一
八
七
五 

一
八
七
三 

一
八
七
二 

一
八
七
一 

一
八
六
四 

一
八
六
二 

一
八
五
一 

一
八
五
〇 

一
八
四
〇 

一
八
三
七 

西 

暦 

十
月
一
日
、
駅
名
を
下
孫
駅
か
ら
常
陸
多
賀
駅
に
改
称
さ
れ
る
。 

四
月
多
賀
町
誕
生
（
国
分
村
・
河
原
子
町
・
鮎
川
村
が
合
併
）
。
日
立
製
作
所
多
賀
工
場
創
業
す
る
。 

下
孫
に
消
防
組
設
置
さ
れ
る
。
以
下
各
村
落
に
相
次
い
で
設
置
を
見
る
。 

河
原
子
に
始
め
て
消
防
組
設
置
さ
れ
る
。 

七
月
、
河
原
子
に
水
道
敷
設
さ
れ
る
。 

海
岸
線
開
通
し
、
下
孫
駅
開
設
す
。
（
現 

常
磐
線
常
陸
多
賀
駅
） 

四
月
一
日
、
市
町
村
制
実
施
さ
れ
る
。
多
賀
町
地
域
内
の
町
村
名
は
坂
上
村
（
水
木
、
森
山
、
大
沼
、）

国
分
村
（
金
沢
、
下
孫
、
大
久
保
）
、
河
原
子
町
（
河
原
子
）
、
鮎
川
村
（
油
縄
子
、
、
諏
訪
、
成
沢
） 

戸
長
の
公
選
が
行
わ
れ
る
。 

森
山
に
郵
便
取
扱
所
が
設
け
ら
れ
る
。 

各
村
落
に
小
学
校
開
設
さ
れ
る
。 

五
月
、
里
正
、
組
頭
等
を
廃
し
て
区
制
と
し
戸
長
、
副
戸
長
が
置
か
れ
る
。
始
め
て
戸
籍
が
作
ら
れ
る
。 

廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
る
。
後
の
多
賀
町
を
形
成
す
る
各
村
は
水
木
、
森
山
、
大
沼
、
金
沢
、
河
原
子
、

大
久
保 

助
川
城
主
山
野
辺
氏
諸
生
党
と
石
名
坂
に
戦
い
大
沼
、
金
沢
に
て
も
戦
う
。 

天
狗
党
、
田
中
愿
蔵
の
一
隊
、
金
沢
に
諸
生
党
と
戦
う
。
森
山
日
輪
寺
、
金
沢
覚
念
寺
、
長
清
寺
兵
火 

に
罹
り
灰
燼
に
帰
す
。
成
沢
村
に
二
本
松
勢
陣
を
置
く
、
成
沢
宝
塔
寺
兵
火
に
焼
失
す
。 

河
原
子
の
黒
沢
五
郎
同
志
と
共
に
江
戸
高
輪
東
禅
寺
を
襲
い
後
、
坂
下
門
に
老
中 

安
藤
対
馬
守
を
襲
撃
し
て
死
す
、
時
に
正
月
十
五
日
、
年
十
九
歳 

河
原
子
東
福
寺
再
興
す
。
湊
華
蔵
院
導
師
と
な
り
式
を
行
う
。 

諏
訪
明
神
河
原
子
浜
へ
出
社
す
る
。 

大
久
保
に
郷
校
暇
修
館
設
け
ら
れ
る
。 

大
窪
詩
仏
江
戸
に
死
す
、
年
七
十
一
歳
、
墓
地
は
神
奈
川
県
藤
沢
町
に
あ
る
。 

こ 

と 

が 

ら 



 

昭
和
四
十
五
年 

昭
和
四
十
四
年 

昭
和
四
十
二
年 

昭
和
四
十
二
年 

昭
和
四
十
一
年 

昭
和
三
十
九
年 

昭
和
三
十
五
年 

昭
和
三
十
五
年 

昭
和
三
十
四
年 

昭
和
三
十
四
年 

昭
和
三
十
年 

昭
和
三
十
年 

昭
和
三
十
年 

昭
和
二
十
九
年 

昭
和
二
十
九
年 

昭
和
二
十
八
年 

昭
和
二
十
四
年 

昭
和
二
十
二
年 

昭
和
二
十
年 

昭
和
十
六
年 

元 

号 

一
九
七
〇 

一
九
六
九 

一
九
六
七 

一
九
六
七 

一
九
六
六 

一
九
六
四 

一
九
六
〇 

一
九
六
〇 

一
九
五
九 

一
九
五
九 

一
九
五
五 

一
九
五
五 

一
九
五
五 

一
九
五
四 

一
九
五
四 

一
九
五
三 

一
九
四
九 

一
九
四
七 

一
九
四
五 

一
九
四
一 

西 

暦 

日
立
産
業
文
化
会
館
の
地
下
一
階
、
地
上
一
、
二
階
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
電
鉄
プ
ラ
ザ
を
開
店
。 

市
民
会
館
や
図
書
館
が
入
っ
た
産
業
文
化
会
館
は
５
階
建
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
付
い
て
い
た
。 

四
月
、
諏
訪
小
学
校
開
校
。
大
久
保
小
学
校
石
内
地
区
よ
り
百
三
十
五
名
転
校 

県
道
常
陸
多
賀
停
車
場
線
（
よ
か
っ
ぺ
通
り
）
と
六
号
国
道
交
差
点
に
歩
道
橋
設
置 

一
月
十
九
日
、
市
内
初
の
ボ
ー
リ
ン
グ
場
油
繩
子
に
オ
ー
プ
ン 

十
一
月
二
十
三
日
、
多
賀
に
あ
ん
ず
並
木
を
造
成
。
子
供
会
が
植
樹 

十
一
月
五
日
、
多
賀
に
日
映
劇
場
（
映
画
館
）
オ
ー
プ
ン 

常
陸
多
賀
駅
前
広
場
を
、
日
立
都
市
計
画
多
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
整
備
す
る
。 

 

多
賀
中
学
校
大
久
保
分
校
完
工
（
翌
一
九
六
一
年
四
月
、
大
久
保
中
学
校
と
し
て
開
校
） 

十
月
十
四
日
、
新
た
な
県
道
と
し
て
多
賀
町
の
常
陸
多
賀
停
車
場
を
起
点
と
し
、
国
道
六
号
線
交
点
を

終
点
と
す
る
区
間
を
本
路
線
と
す
る
県
道
常
陸
多
賀
停
車
場
線
と
し
て
県
道
路
線
認
定
し
た 

二
月
十
三
日
多
賀
町
に
国
際
東
映
（
映
画
館
）
開
館 

六
月
二
十
日
、
常
磐
線
常
陸
多
賀
駅
の
駅
舎
改
築
工
事
竣
工 

四
月
十
四
日
河
原
子
町
で
大
火
。
三
十
四
戸
、
二
百
十
二
棟
を
焼
き
、
罹
災
者
百
五
十
六
人
を
だ
す 

二
月
十
五
日
、
多
賀
町
は
日
立
市
へ
編
入
さ
れ
る
。 

十
一
月
、
多
賀
町
で
日
立
市
へ
の
編
入
に
反
対
の
運
動
が
起
こ
る 

九
月
二
日
、
多
賀
駅
前
に
映
画
館
多
賀
中
央
劇
場
開
館 

二
月
十
一
日
、
多
賀
町
に
県
立
多
賀
高
等
学
校
開
設
（
開
校
は
四
月
一
日
） 

四
月
、
多
賀
町
制
施
行
十
周
年
記
念
祭
行
わ
れ
る
。
五
月
、
茨
城
大
学
工
学
部
（
旧
多
賀
工
業
専
門
学
校
）

開
設 

四
月
一
日
、
多
賀
中
学
校
開
校
。
九
月
一
日
、
日
立
電
鉄
線
大
甕
駅 

-
 

鮎
川
駅
間
が
開
業
。 

七
月
十
七
日
、
多
賀
町
一
帯
米
軍
の
艦
砲
射
撃
を
受
け
る
。 

二
月
、
坂
上
村
が
多
賀
町
に
合
併
さ
れ
大
多
賀
町
が
誕
生
し
た
。 

こ 

と 

が 

ら 



    

平
成
二
十
八
年 

平
成
二
十
八
年 

平
成
二
十
五
年 

平
成
二
十
五
年 

平
成
二
十
四
年 

平
成
二
十
三
年 

平
成
二
十
二
年 

平
成
十
八
年 

平
成
十
四
年 

平
成
三
年 

昭
和
六
十
二
年 

昭
和
五
十
四
年 

昭
和
四
十
九
年 

昭
和
四
十
八
年 

昭
和
四
十
六
年 

元 

号 

   

二
〇
一
六 

二
〇
一
六 

二
〇
一
三 

二
〇
一
三 

二
〇
一
二 

二
〇
一
一 

二
〇
一
〇 

二
〇
〇
六 

二
〇
〇
二 

一
九
九
一 

一
九
八
七 

一
九
七
九 

一
九
七
四 

一
九
七
三 

一
九
七
一 

西 

暦 

   

九
月
十
七
日
～
十
一
月
二
十
日
ま
で
茨
城
県
北
芸
術
祭
「
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ａ
Ｒ
Ｔ
２
０
１
６
」
が

開
催
さ
れ
る
。
常
陸
多
賀
駅
前
商
店
街
も
会
場
に
な
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
。 

三
月
二
十
六
日 

常
陸
多
賀
駅
前
通
で
旧
「
か
ど
や
」
「
石
井
歯
科
」
を
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
に
改
装
し

た
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
ひ
た
ち
た
が
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
ま
る
し
え
」
開
催
。 

十
一
月
、
常
陸
多
賀
・
桜
川
町
の
六
号
国
道
沿
い
に
カ
フ
ェ
・
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
オ
ー
プ
ン 

四
月
、
常
陸
多
賀
マ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
常
陸
多
賀
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
新
た
な
街
づ
く
り
を 

多
賀
地
区
連
合
商
店
会
で
企
画
。
常
陸
多
賀
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
開
発
が
始
ま
る
。 

六
月
二
十
八
日
、
常
陸
多
賀
駅
前
再
整
備
計
画
に
よ
り
ロ
ー
タ
リ
ー
を
県
内
初
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

方
式
に
改
修
し
完
成
し
た
。 

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
常
陸
多
賀
も
震
度
６
強
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
。 

河
原
子
海
岸
に
５
．
８
ｍ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
旅
館
や
民
宿
、
民
家
に
被
害 

七
月
、
河
原
子
海
岸
に
て
「
第
一
回
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催
。 

四
月
、
清
和
館
跡
地
に
日
立
市
多
賀
市
民
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
。
日
立
市
役
所
多
賀
支
所
、
日
立
市
多

賀
市
民
会
館
お
よ
び
日
立
市
大
久
保
交
流
セ
ン
タ
ー
の
三
機
関
が
入
る
。 

五
月
、
会
社
と
地
域
の
人
達
の
文
化
や
武
道
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
日
立
製
作
所
の
福
利
施
設
「
清

和
館
」
が
老
朽
化
の
た
め
そ
の
役
目
を
終
了
し
た
。
後
に
取
壊
し
日
立
市
多
賀
市
民
プ
ラ
ザ
建
設
す
る
。 

五
月
、
日
立
駅
前
と
常
陸
多
賀
駅
に
て
「
第
一
回
ひ
た
ち
国
際
大
道
芸
」
が
開
催
さ
れ
る 

七
月
、
常
陸
多
賀
（
千
石
町
店
）
に
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
オ
ー
プ
ン 

四
月
、
塙
山
小
学
校
開
校
。
大
久
保
小
学
校
よ
り
百
三
十
六
名
転
校 

九
月
二
十
二
日
、
市
民
の
祭
典
「
第
一
回
よ
か
っ
ぺ
ま
つ
り
」
が
多
賀
駅
前
大
通
り
（
後
に
よ
か
っ
ぺ

通
り
と
呼
ば
れ
る
）
及
び
旧
国
道
通
り
・
駅
前
商
店
会
通
り
の
商
店
街
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
開
催
。 

九
月
、
大
久
保
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
を
行
う
。 

四
月
、
金
沢
小
学
校
開
校
。
大
久
保
小
学
校
塙
山
地
区
よ
り
八
十
七
名
転
校 

こ 

と 

が 

ら 



「
常
陸
多
賀
」
は
４
つ
の
町
村
（
十
四
年
に
河
原
子
町
・
国
分
村
・
鮎
川
村 

十
六
年
に
坂
上
村
が
合
併
）
の
合
併
で
誕
生

し
た
多
賀
町
と
日
立
製
作
所
多
賀
工
場
の
創
業
の
年
・
昭
和
十
四
年
に
駅
名
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
郵
便
番
号
３
１
６
の

名
残
は
日
立
市
と
合
併
す
る
前
の
多
賀
町
の
エ
リ
ア
（
森
山
町
か
ら
成
沢
町
ま
で
）。
ま
さ
に
大
多
賀
町
。
日
本
書
紀
よ
り
記

さ
れ
て
い
る
多
賀
の
地
域
は
約
二
千
年
の
歴
史
と
共
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
多
賀
の
名
前
は
多
く
の
賀
（
よ
ろ
こ
び
）
と

い
う
お
目
出
度
い
名
前
。
常
陸
風
土
記
の
時
代
よ
り
多
珂
（
た
か
）
と
呼
ば
れ
た
県
北
地
域
、
後
に
多
賀
郡
と
し
て
親
し
ま

れ
、
そ
の
名
称
を
唯
一
受
け
継
ぐ
多
賀
町
。
常
陸
の
国
は
常
世
の
国
。
豊
穣
の
地
・
理
想
郷
の
喜
び
の
多
い
土
地
と
し
て
常

陸
多
賀
の
名
称
は
地
域
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
常
陸
多
賀
の
歴
史
年
表
と
共
に
町
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、

さ
ら
に
歴
史
年
表
に
付
け
足
さ
れ
る
よ
う
な･

･
･

そ
の
よ
う
な
街
づ
く
り
を
「
常
陸
多
賀
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
と
と
も
に
。 

 

 

常
陸
多
賀
を
元
気
に
し
た
い
！
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
生
れ
た 

「
常
陸
多
賀
」
マ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
常
陸
多
賀
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し 

各
商
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
販
促
物
を
制
作
す
る 

多
賀
地
区
連
合
商
店
会
の
新
た
な
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。 

 

多
賀
街
の
商
店
の
ア
イ
デ
ア
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！ 

そ
し
て
我
が
街
の
名
産
品
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

〈
参
考
文
献
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉 

・
郷
土
の
歴
史
（
昭
和
二
十
八
年 

多
賀
町
郷
土
史
刊
行
会 

発
行
） 

・
大
久
保
小
学
校 

百
年
の
歩
み
（
昭
和
四
十
八
年 

大
久
保
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

発
行
） 

・
日
立
市
の
歴
史
点
描
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

・
日
立
市
立
塙
山
小
学
校
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

 

※
こ
の
常
陸
多
賀
歴
史
年
表
は
古
い
文
献
や
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
伺
っ
た
常
陸
多
賀
の
歴
史
を
参
考
に
作
成
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

正
式
な
歴
史
年
表
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
地
元
歴
史
の
参
考
資
料
と
し
て
お
役
に
立
て
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  


